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「2010-2019年中国児童体力発展報告」中国児童センター,2022により
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目的：①日本と中国の小学生の身体活動不足率を明らかにする。
②中国の小学生の体力及び生活習慣の実態を明らかにする。
③日本と中国の小学生の体力及び生活習慣を比較・検討することにより、日中小学生の健康課題を究明する。

「令和4年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書」スポーツ庁,2022により

コロナ禍が
始まった
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＜研究対象＞

日本：首都圏の小学校に在籍する1〜6年生。
各学年約100名（男女約50名）、合計600名。

中国：中国江西省G市G小学校に在籍する1〜6年生。

各学年約100名（男女各50名）、合計600名。

＜アンケート調査＞

HBSCを基づいて、子どもの生活習慣(睡眠時間、飲食習慣など)、
運動習慣、心理状態などについて、アンケート調査を実施する。

・厚生労働省の報告みると、平成30年度以降、日本の小学生の体力合計点は低下傾向を示している。
・加えて、中国児童センターの報告をみても、2016年における中国の子どもの体力（瞬発力、スピード、持久力）は2010年と2014年のデータに比べて、
低下傾向を示しており、両国における子どもの体力向上が必要であると思われる。

＜測定方法＞

新体力測定：握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、20Mシャトルラン、
50M走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ

バランス測定：TUGT(Timed Up and Go Test)、FRT(Functional Teach Test)
体力測定：脚筋力、内転筋力、外転筋力、足趾筋力、骨密度など。
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・The Lancetの報告により(2020,Guthold R.ら)、世界の子どもの身体活動不足率は約80％であったが、最も高い値を示したのはアジアであった。2016年の
中国の児童の身体活動不足率は84.3％であったことが報告されている。

・中国では、2030年までに「すべての児童は毎日１時間以上の身体活動を行う」ことを目標とし、子どもの体力向上を目指しているが、2016年のデータ
(84.3%)を考慮すると、この目標の達成は厳しい状況であると考えられる。
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1. 本研究より、日本および中国における子どもの身体活動
および体力の実態が明らかとなる。

2. 日本や中国だけでなく、他の国々の子ども達の健康づく
りを行う際にも有益な研究となる。


